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 本研究では、既に明らかになっていた recQファミリーの遺伝子 qde-3とrecQ2の二重変異株

に加えて新たにヒト pol-theta のアカパンカビホモログである hel308 について調査した。ヒ

ト pol-theta は DNA ポリメラーゼとヘリカーゼの二つのドメインを持つタンパク質で、アカ

パンカビにはそのうちのヘリカーゼドメインのみをコードする遺伝子が１個あった。この遺

伝子をノックアウトして得た変異株は、特に変わった表現型を示さなかったが、アカパンカ

ビの recQファミリーの一つ qde-3と二重変異株を作成した所、変異原に対し感受性が親株の 

qde-3よりさらに高まった。さらにもう一つの recQ 遺伝子である recQ2 とではその感受性は

逆に抑圧された。hel308, qde-3, recQ2 の三重変異株は qde-3, hel308 二重変異株よりさらに

高い感受性を示した。興味深いことにこの三重変異株ではコロニーの形態が極めて不規則で、

明らかに異常であるため，菌糸先端の成長曲線を描いてみた所、成長の早期で著しい成長の

遅延がみられた。これらのことは hel308 が他のヘリカーゼと共に遺伝情報の維持に関わって

働いていることを示唆する。そこで hel308 が自然突然変異率にどのような影響を与えるのか

，また三重変異株では自然突然変異率がどう変化するのかを調べるためアカパンカビで一般

的な ad-3 座の前進突然変異を検出する系で, 現在実験を行っているところである。これら

の結果については論文発表を予定しているが、データーが十分でなく、結果がまだ確定して

いないため引き続き実験を進める必要がある。 
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